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権
連
会
員

・
読
者
の
皆
さ
ん
ヘ

い
範
囲
に
津
波
が
押
し
寄
せ

ま
し
た
。
岩
手
県
か
ら
茨
城

県
に
至
る
南
北
４
０
０
キ
ロ
、

東
西
２
０
０
キ

ロ
の
断
層
帯

が
破
壊
さ
れ
、
５
メ
ー
ト
ル

以
上
も
水
平
に
地
殻
変
動
が

起
き

た

こ
と
が
明

ら
か

に

な

っ
て
い
ま
す
。

震
災
の
規
模
は
、
阪
神

・

淡
路
大
震
災
の
１
０
０
０
倍

以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
２２
日
現
在
、
死
亡
が

確
認
さ
れ
た
人
は
、
９
０
９

９
人
、
行
方
不
明
者
を
あ
わ

せ
る
と
２
万
３
千
人
近
く
と

な
り
、
ま
た
、

４０
万
人
近
く
の

人
々
が
避
難
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
、

被
災
地
の
皆
さ
ん
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇

福
島
第

一
原
子
力
発
電
所

で
は
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
後
、

爆
発

・
火
災
が
く
り
返
し
発

生
し
、
６
基
全
部
が
放
射
能

漏
れ
を
起
こ
し
危
険
な
高
濃

度
放
射
性
物
質
を
放
出
し
続

け
て
お
り
、
近
隣
住
民
に
避

難
や
待
避
勧
告
が
発
令
さ
れ

る
な
ど
、
極
め
て
重
大
な
事

態
に
至

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
県
市
原
市
な

ど
の
石
油
化
学

コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
が
炎
上
し
９
基
の
火
力
発

電
所
が
停
止
し
た
た
め
、
東

京
電
力
は
国
民

へ
の
説
明
を

行
わ
な
い
ま
ま
突
如

「
計
画

停
電
」
を
行
い
、
被
災
地
を

含
む
東
日
本

一
帯
で
は
交
通

網
や
通
信
網
が
混
乱
、
そ
の

上
、
深
刻
な
食
糧
や
ガ
ソ
リ

ン
、
灯
油
な
ど
の
不
足
が
生

じ
る
な
ど
国
民
生
活
、
経
済

活
動
は
大
混
乱
に
お
ち
い

っ

て
い
ま
す
。

◇

人
権
連
本
部
は
、
被
災
者
、

被
災
地
支
援
に
取
り
組
む
対

策
本
部
を
１２
日
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
今
後
、
情
報
収
集

と
と
も
に
次
の
と
お
り
救
援

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の

義
援
金
カ
ン
パ
に
取
り
組
み

ま
す
。
②
支
援
物
資
は
、
各

県
の
県
庁
な
ど
の
受
付
窓
口

と
相
談
の
上
、
民
主
団
体
と

共

同
し
て
支
援
物
資

の
集

荷

・
拠
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
被
災
地
支
援

の
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
被
災

地
の
受
入
態
勢
な
ど
の
整
備

状
況
を
見
な
が
ら
、
後
日
参

加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

人
権
連
の
東
日
本
各
県
連

は
、
幸
い
に
し
て
人
的
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
被

害
は
、
事
務
所
内
の
書
類
散

乱
、
戸
棚
の
倒
壊
、
屋
根
瓦

や
石
塀
倒
壊
な
ど
の
程
度
で

電
気

・
水
道
な
ど
も
復
旧
さ

れ
て
い
ま
す
。◇

政
府
は
、
被
災
者
と
被
災

兵
庫
県
地
域
人
権
運
動
運
合
　
議
長
　
　
一副

　

田

　

未
一

３
月
１１
日
１４
時
４６
分
、
三

陸
沖
を
震
源
と
す
る
巨
大
地

震
が
発
生
し
、

マ
グ
ニ
チ

ュ

ー
ド

（
Ｍ
）
は
、
観
測
史
上

過
去
最
大
の
９

●
０
を
記
録

し
ま
し
た
。
福
島
県
相
馬
市

で
高
さ
１５
メ
ー
ト
ル
以
上
の

津
波
が
到
来
し
た
ほ
か
、
岩

手
、
宮
城
両
県
の
沿
岸
各
地

点
で
も

「
５
～
１５
メ
ー
ト
ル

程
度
」
の
津
波
が
襲
う
な
ど
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
広

地
に
対
す
る
食
糧
、
灯
油
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
生
活
物
資
や

住
居
の
調
達

・
提
供
の
問
題

で
も
、
「
計
画
停
電
」
や
放

射
能
漏
れ
防
止
対
策
で
も
、

極
め
て
不
十
分
な
対
応
に
と

ど
ま
り
、
政
府
の
役
割
を
十

分
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
国
民
サ
イ
ド

か
ら
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の

経
験
を
生
か
し
救
援
活
動
を

進
め
ま
す
。
被
災
地
で
は
日

時
が
経
過
す
る
に
し
た
が

っ

て
、
被
災
者
の
要
求
は
変
化

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
救
援

の
あ
り
方
も
変
化
し
ま
す
。

こ
れ
ら
被
災
者
の
悩
み
や
要

求
に
こ
た
え
て
、
国
民
連
帯

で
、
こ
の
難
局
を
切
り
拓
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
被
災
を

慰
め
る
だ
け
で
な
く
、
必
ず

前
進
的
に
復
興
で
き
る
よ
う
、

被
災
者
の
皆
さ
ん
が
決
し
て

挫
け
ず
頑
張

っ
て
く
れ
る
よ

う
支
援
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

人
権
連
会
員
の
皆
さ
ん
、

読
者

の
み
な
さ
ん
、

被
災

者

・
被
災
地

へ
の
救
援
募
金

を
心
よ
り
訴
え
ま
す
。

尚
、
全
国
人
権
連
の
芝
援

は

「災
害
被
災
者
支
援
と
災

害
対
策
改
善
を
求
め
る
全
国

連
絡
会
（全
国
災
対
連
）
全
国

労
働
組
合
総
連
合
」
を
通
じ

て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
３
月
２２
日
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E‐ メール hyOgO.jinkenren@rouge.plala.or.jp 津波が押し寄せ、左の道路を走っていた自動
車も押し流されていた (宮城 。名取川付近)

東日本大震災の都道県別被害者数

(3月 22日 午後 9時現在・警察庁まとめ)

神
戸
港
に
入
港
す
る
外
国

艦
船
に
非
核
証
明
書
提
出
を

義
務
付
け
た
非
核

「神
戸
方

式
」
の
も
と
に
な

っ
た
市
議

会
決
議

（核
積
艦
艇
拒
否
決

議
）
か
ら
３６
周
年
の
３
月
１８

日
、
非
核

「神
戸
方
式
」
決

議

３６
周
年
記
念

の

つ
ど

い

（実
行
委
員
会
主
催
）
が
神

戸
市
立
勤
労
会
館
で
開
か
れ
、

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
緒
方
靖
夫

副
委
員
長
が
、
１
９
７
４
年

の
ア
メ
リ
カ
議
会
で
核
密
約

を
証
言
し
た
ラ

ロ
ッ
ク
氏
と

の
交
流
や
、
党
の
外
交
活
動

を
交
え

「
神
戸
方
式
」
の
意

義
と
中
南
米
、
中
東
、
中
国

な
ど
最
近
の
国
際
問
題
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

緒
方
氏
は
冒
頭
、
「阪
神

・

淡
路
大
震
災
の
教
訓
や
震
災

を
乗
り
越
え
て
き
た
活
動
を

伝
え
て
ほ
し
い
」
と
の
べ
、

東
日
本
大
震
災
支
援
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「神

戸
方
式
」
が
明
確
に
核
兵
器

持
ち
込
み
を
拒
否
し
、
ア
メ

リ
カ
艦
船
が
入
港
で
き
な
く

な

っ
た
。
「
神
戸
方
式
』
が

全
世
界
に
広
が
る
と
ア
メ
リ

カ
の
核
政
策
が
成
り
立
た
な

く
な
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

梶
本
修
史
県
原
水
協
事
務

局
長
が
基
調
報
告
の
中
で
、

米
艦
船
の
日
本
の

一
般
港

へ

の
寄
港
状
況

（
１
９
６
２
～

２
０
０
９
）
表
を
示
し
、
合

計
で
９
５
７
回
寄
港
し
て
い

る
。
２
０
１
０
年
は
全
国
で

・８
回
入
港
し
て
い
る
が
、
神

戸
港
は

「非
核
神
戸
方
式
」

が
実
施
さ
れ
て
か
ら
は
、
米

艦
寄
港
は
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
。

し
か
し
、
姫
路
港
に
は
過
去

３
回
入
港
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
一共
庫
県
に

「
翌
戸
方
式
」

の
よ
う
な
も
の
が
な
い
こ
と

か
ら
寄
港
を
許
し
て
い
る
と

強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
梶
本
氏
は

「核
兵

器
全
面
禁
上
の
ア
ピ
ー
ル
」

署
名
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
な
お
、
東
日
本
大
震
災

に
対
す
る
救
援
募
金
が
訴
え

ら
れ
、
６
６
５
２
０
円
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
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(昭不051年 7月 10日 第二種郵便物認可)

1鉤雁

人も家屋もすべてを飲みこむ津波の恐ろしさに驚く

死者 行方不明者

北海道 1

青 森 1

岩 手 2773 5028

宮 城 5507 4266

山 形 1

福  島 762 4487

東 京

茨 城 1

栃 木

群 馬 1

千 葉

神奈川

合 計 9099 13786

一―― 救援募金振込先 ―――

☆郵便振替
00960-5-132966(兵庫県地域人権運動連合)

☆三井住友銀行長田支店

口座番号 (普通)7521675

「兵庫県地域人権運動連合・議長 前田泰義」名義
「核兵器全面禁止」の署名運動を提起 した集会

近
年
「
想
定
外
」

の
言
葉
を
よ
く

聞
く
。
活
断
層

の
周
期
的
活
発

化
に
よ
り
、
近

い
将
来

「東
南
海
地
震
が
起

き
る
」
と
指
摘
の
矢
先
に
、

東
日
本
巨
大
地
震
が
発
生
。

地
震
の
規
模
は
世
界
で
３
番

目
、
津
波
の
大
き
さ
は

「
想

定
外
」
。
▼

「
想
定
外
」
の

津
波
に
襲
わ
れ
た
、
東
京
電

力
福
島
原
発
の
原
子
炉
は
冷

却
能
力
が
失
わ
れ
、
高
レ
ベ

ル
の
放
射
性
廃
葉
物
が
飛
散

す
る
最
悪
の
事
態
が
続
い
て

い
る
。
原
発
事
故
を

「
想
定

外
」
の
津
波
の
せ
い
に
し
て

逃
げ
る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
。
も
と
よ
り
原
発
に

は
反
対
だ
が
、
設
置
企
業
は
、

今
回
規
模
の
地
震
と
津
波
は

「
想
定
内
」
に
入
れ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
冷
却

水
注
入
作
業
は
、
ま
さ
に
恐

怖
と
た
た
か
い
で
あ
る
▼
日

本
経
団
連
の
米
倉
弘
昌
会
長

は
３
月
１６
日
、
記
者
会
見
し
、

「
千
年
に
１
度

の
津
波
に
耐

え
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
。

原
子
力
行
政
は
も

っ
と
胸
を

張
る
べ
き
だ
」
と
か
「
事
故
は

除

々
に
収
束

の
方
向

に
向

か

っ
て
」
お
り

「原
子
力
行

政
が
曲
が
り
角
に
来
て
い
る

と
は
思

っ
て
い
な
い
」
と
の

発
言
に
は
驚
く
▼
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
に
俳
優
を
使

っ
て

「原
子

力
」
の
安
全
性
を
流
し
続
け

た
責
任
も
重
大
だ
。
原
発
事

故
を
「想
定
外
」
な
ど
と
絶
対

言
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
原

発
か
ら
国
民
を
守
る
こ
と
が

焦
点
と
な

っ
て
い
る
。
（
Ｔ
）


